
平成™œ年š月™�日 水曜日 第�—˜š号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
六
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
崎
県
島
原
市

有
明
町
大
三
東
戊
字
一
本
松
高
野
五
五
八
五
の
一
七

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

水
道
事
業
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
長
崎
県
庁
及

び
島
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
六
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
崎
県
島
原
市

有
明
町
大
三
東
戊
字
一
本
松
高
野
五
五
八
五
の
一
七

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
長
崎
県
庁
及

び
島
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
六
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
崎
県
雲
仙
市

千
々
石
町
庚
字
千
々
石
岳
四
五
七
一
の
一
六
か
ら
四
五

七
一
の
一
八
ま
で
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）、
四
五
七
一
の
三
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
長
崎
県
庁
及

び
雲
仙
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
六
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
藤
津

郡
太
良
町
大
字
多
良
字
多
良
嶽
八
三
七
七
の
二
六

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

二
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
藤
津

郡
太
良
町
大
字
多
良
字
多
良
嶽
八
三
七
七
の
二
六

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
六
十
四
号

計
量
法
第
百
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
財
団
法
人
日
本
品
質

保
証
機
構
か
ら
検
定
の
業
務
の
一
部
を
廃
止
す
る
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
五
十
九
条
第
一
項
第
九
号
の
規

定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

一

廃
止
し
よ
う
と
す
る
検
定
の
業
務
の
範
囲

非
自
動
は
か
り

ガ
ラ
ス
製
体
温
計

抵
抗
体
温
計

ア
ネ
ロ
イ
ド
型
血
圧
計

二

廃
止
の
年
月
日

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
十
三
号

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
七
十
六
条
の
二
十
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
軽
自
動
車

検
査
協
会
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
及
び
検
査
事
務
を
開
始
す
る
日
に
つ
い
て
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
十

四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

軽
自
動
車
の
検
査
事
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
変
更
後
の
所
在
地
並
び
に
検
査
事
務
を
開
始
す
る
日

名

称

所

在

地

検
査
事
務
を
開
始
す
る
日

軽
自
動
車
検
査
協
会
島
根
事
務
所

島
根
県
松
江
市
馬
潟
町
字
帰
り
木
68
番

１

平
成
二
十
五
年
五
月
十
三
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
十
四
号

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十

条
第
二
項
及
び
気
象
業
務
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百

六
十
五
号
）
第
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
三
年
運
輸
省

建
設
省
告
示
第
二
号
（
洪
水
予
報
及
び
警
報
を

行
う
河
川
並
び
に
当
該
河
川
に
係
る
水
位
又
は
流
量
の
予

報
に
関
す
る
基
準
地
点
及
び
担
当
官
署
を
定
め
る
件
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

旭
川
水
系
の
項
中
「
百
間
川
橋
」
を
「
原
尾
島
橋
」に
、

「
岡
山
河
川
工
事
事
務
所
」
を
「
岡
山
河
川
事
務
所
」
に

改
め
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
十
五
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
木
更
津
都
市
計
画
事
業

金
田
東
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

（
第
四
回
）
の
認
可
を
し
た
の
で
、
同
条
第
十
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
十
二
年
一
月
二
十
七
日
か
ら

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

千
葉
県
木
更
津
市
中
島
字
台
畑
、
字
上

台
畑
、
字
下
台
畑
、
字
下
野
際
、
字
中
野
際
、
字
上
野

際
、
字
外
原
、
字
塩
場
、
字
中
船
倉
、
字
上
船
倉
、
字

南
出
戸
、
字
新
開
、
字
野
際
及
び
字
原
並
び
に
牛
込
字

塩
場
の
全
部

木
更
津
市
中
島
字
十
六
島
、
字
出
戸
、
字
吉
原
、
字

鮒
堀
、
字
上
塩
場
、
字
下
塩
場
、
字
山
王
原
、字
山
王
、

字
船
倉
、
字
河
迎
、
字
南
河
迎
、
字
下
ノ
組
、字
浜
戸
、

字
浜
戸
ノ
組
、
字
鯨
ノ
組
、
字
東
ノ
組
、
字
西
ノ
後
、

字
越
巻
、
字
上
前
河
原
、
字
前
河
原
及
び
字
林
畑
並
び

に
牛
込
字
八
王
子
及
び
字
高
須
並
び
に
中
野
字
日
枝

前
、
字
俣
の
砂
、
字
北
村
、
字
向
野
及
び
字
田
向
の
各

一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

木
更
津
都
市
計
画
事

業
金
田
東
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

千
葉
県
木
更
津
市
潮
見
七
丁
目

三
番
一
号

六

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成

十
二
年
一
月
二
十
七
日

七

事
業
計
画
の
変
更
（
第
四
回
）
の
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
十
六
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
三
月

十
二
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す

る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
3
8
4
5号

落
下
傘
付
信
号

A
rt.

N
o
.
9
1
6
3
1
0
3

D
re
w

M
a
rin

e
S
ig
n
a
1

&
S
a
fe
ty

U
K

L
td
.

先
端
部
の
仕
様
を
変
更
し
た
も

の
を
追
加

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
十
七
号

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
登
録
建
築
物
調
査
機
関
を
登
録
し
た
の
で
、
同
法
第
七
十
六
条
の
十
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

第
五
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

登
録
建
築
物
調
査
機
関
の
名
称

株
式
会
社
国
際
確
認
検
査
セ
ン
タ
ー

二

住
所

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
北
浜
三
丁
目
七
番
十
二
号

œ
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